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葛
尾
村
長
選
挙　

松
本
允
秀
氏
当
選

葛
尾
村
長
選　

当
選
証
書
付
与 任

期
満
了
に
伴
う
葛
尾
村
長
選

挙
は
、
10
月
11
日
に
告
示
さ

れ
、
21
日
に
避
難
先
の
三
春
町
運
動

公
園
談
話
室
で
投
開
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

選
挙
会
は
、
開
票
の
事
務
と
併

せ
て
午
後
７
時
か
ら
行
わ
れ
、

松
本
允
秀
氏
（
74
歳
）
が
当
選
人
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
避
難
に
伴
い

選
挙
期
間
を
10
日
間
に
延
長

し
、
最
終
投
票
率
は
９
３
．
３
６
％

と
前
回
の
村
長
選
挙
を
０
．
２
８
ポ

イ
ン
ト
低
く
な
っ
た
も
の
の
、
前
回

並
の
高
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
有
権
者
の
５
７
．
５
％
が
期
日

前
投
票
を
し
ま
し
た
。

候補者別得票数

松　本　允　秀 ７２４．７９６票

松　本　信　弘 ４４８．２０３票

当選証書付与式が、10 月 22 日午前９時 30 分から三春町運動公園談話室で行われ、
東海林憲一選挙管理委員会委員長から当選証書が渡されました。「難問が山積してい

るが、村民が納得できる方向性を見いだしてほしい」とあいさつがありました。
　取材に対し松本允秀氏は「責任の重さを実感している。一つ一つの問題を解決し、帰村

を果たしたい」と抱
負を語られました。
　任期は、11月 12
日から４年間です。

前回の村長選挙との比較

投票率 当日有権者数 投票総数

平成２４年 平成２０年 平成２４年 平成２０年 平成２４年 平成２０年

％ 人 票

100

50 700

1400 1400

700

93.36％ 93.64％
1,266

男
655 女
611

男
682 女
638

1,320

1,182

男
608 女
574

男
631 女605

1,236

有効投票数 1,173 票

無効投票数 9票
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　該当する世帯の方へお知らせしていますが、まだ申請されていない方は、貸与申請書にご記入・
押印の上、同封の返信用封筒にて、早急に役場総務課総務企画係へご返送ください。
　申請書が届き次第、随時『ゆうパック』にて発送いたします。

　ご不明な点は、総務課総務企画係までお問い合わせください。

お問い合わせ　総務課　総務企画係　　0247-61-2860
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避
難
者
と
ふ
る
さ
と
の「
絆
」を
結
ぶ

　
「
電
子
回
覧
板
事
業
」が
は
じ
ま
り
ま
し
た

　

10
月
９
日
よ
り
、
県
内
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
葛

尾
村
の
世
帯
の
代
表
者
（
学
生
は
除
く
）
の
方
に
デ

ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

村
や
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
ふ
る
さ
と
や
住
民
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
を
画
像
で
配
信
し「
ふ
る
さ
と
の
絆
」

を
維
持
す
る
の
が
目
的
で
す
。

　

村
の
身
近
な
情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
、
皆

さ
ん
と
の
『
絆
』
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
を
届

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

設定の変更はしないでください！
電源のスイッチの『入・切』は各
自管理願います。

配信内容

村や県からのお知らせ

村の様子の画像

住民の皆さんの画像

お住まいの天気予報

緊急時地震速報

豆知識　　　　　など

平成２４年度上 半期

予　算　執　行　の　状　況

●　財　政　公　表　●
　村では、地方自治法及び村条例の規定
に基づき、財政の状況を村民の皆さまに
公表しております。
　今回は、平成２４年度上半期における
財政状況をお知らせします。

６．地方債元金の現在高　　1,425,907 千円

名　　　　　称 金　額
財政調整基金 943,372
減債基金 10,646
地域 づくり推進事業基金 612,576
むらづくり担い手育成基金 32,519
公共用施設等整備維持基金 290,296
「がんばれ葛尾」応援寄附金基金 1,617
雇用創出推進対策基金 91,784
情報通信施設運営基金 24,700
地域福祉基金 91,150
水田農業確立対策推進事業基金 2,368
高齢者等に対する肉用雌牛貸付基金 6,781
中山間ふるさと水と土保全基金 10,611
農山漁村ふるさと事業基金 28,630
震災復興基金 515,667
土地開発基金 51,288
教育振興基金 2,361
国民健康保険基金 49,210
出産費貸付基金 500
簡易水道事業基金 9,636
介護給付費準備基金 6,382
無医地区医療確保事業基金 16,702

計 2,798,796

5．基金の状況 （単位 : 千円）

3．村民一人に使われた経費（平成 24年 4月～平成 24 年 9月）
（単位 : 円）

１．一般会計予算の収支状況
（単位：千円・％）

区　　分 予算現額
(A)

収入済額
（B）

収入率
(B)/(A)×100

村 税 42,114 44,314 105.2 
地 方 譲 与 税 20,689 6,075 29.4 
利 子 割 交 付 金 120 79 65.8 
配 当 割 交 付 金 60 26 43.3 
株式譲渡所得割交付金 25 0 0.0 
地方消費税交付金 8,807 5,988 68.0 
自動車取得税交付金 4,070 1,853 45.5 
地方特例交付金 118 149 126.3 
地 方 交 付 税 792,600 780,496 98.5 
分担金及び負担金 158 0 0.0 
使用料及び手数料 2,206 1,561 70.8 
国 庫 支 出 金 53,193 12,680 23.8 
県 支 出 金 177,863 39,392 22.1 
財 産 収 入 1,433 741 51.7 
寄 付 金 101 523 517.8 
繰 入 金 222,755 49,655 22.3 
繰 越 金 123,818 123,819 100.0 
諸 収 入 55,826 23,882 42.8 
村 債 89,132 0 0.0 

計 1,595,088 1,091,233 68.4 

【歳入】

（単位：千円・％）

区　　分 予算現額
(A)

支出済額
（B）

執行率
(B)/(A)×100

議 会 費 40,064 21,647 54.0 
総 務 費 378,680 139,380 36.8 
民 生 費 182,328 82,824 45.4 
衛 生 費 59,854 13,159 22.0 
労 働 費 395 209 52.9 
農 林 水 産 業 費 85,306 18,545 21.7 
商 工 費 2,340 2,200 94.0 
土 木 費 31,690 8,777 27.7 
消 防 費 55,305 20,930 37.8 
教 育 費 167,004 49,428 29.6 
災 害 復 旧 費 349,743 100,075 28.6 
公 債 費 232,379 72,994 31.4 
予 備 費 10,000 0 0.0 

計 1,595,088 530,168 33.2  

【歳出】

２．特別会計予算の収支状況
（単位：千円・％）

区　　分 予算現額
(A)

収入済額
（Ｂ）

収入率
(B)/(A) × 100

執行済額
（C）

執行率
 (C)/(A) × 100

国民健康保険 363,850 180,520 49.6 112,765 31.0

介護保険事業 162,110 103,004 63.5 92,643 57.2

後期高齢者医療 15,918 637 4.0 127 0.8

簡易水道事業 1,250 521 41.7 0 0.0

4．村民一人が負担した額（平成24年 4月～平成 24年 9月）
（単位 : 円）

参考　平成 24 年 9月 30 日現在　人口 1,522　　被保険者 605

被保険者一人が負担した額 国民健康保険税 2,782
（単位 : 円）

科目（款） 村民税 固定資産税 軽自動車税 市町村たばこ税
金額 4,298 22,568 1,920 329

科目（款） 議会費 総務費 民生費 衛生費
金額 14,223 91,577 54,418 8,646

労働費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費
137 12,185 1,445 5,767 13,752

教育費 災害復旧費 公債費 予備費
32,476 65,752 47,959 0

（平成 24 年９月 30 日現在）
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早めに接種しましょう ! ！

予 防 接 種の助成について浪江消防署からのお知らせ
１０月１日より、双葉消防本部の事務所が変わりました！
　
　【新事務所】　
　　〒 979-0513
　　　双葉郡楢葉町大字山田岡字仲丸 1-110
　　　電話　0240-25-8523　　　　FAX0240-25-8524
　　　代表メール　　honbu_soumu@futabashobohonbu.jp

　　　　　　　　　　　
１１月９日～１５日まで
　　　秋季火災予防運動！
　寒い季節を迎えると、火気の使用が増えてきます。
　火の元・火の取り扱いには十分注意してください。
　また、一時帰宅時に家のゴミ等（家庭用ゴミ・枯れ草など）を外で燃やす行為は絶対にしないよ
うお願いします。

　火災予防のポイント

　　①ストーブの周囲には、燃えやすいものを置かない。
　　②風の強い日や燃えやすい物のそばでたき火をしない。

　　③タバコの吸い殻をゴミ箱に捨てない。寝たばこをしない。

　　④天ぷら油は加熱しすぎない。コンロから離れる時は必ず火を消す。

　　⑤家の周りに燃えやすいものを置かない。

　　⑥ご近所で放火されない環境づくりを心掛ける。

お問い合わせ　（浪江消防署は川内出張所で業務をしています）
　　　　　　　浪江消防署　富岡消防署川内出張所　　　０２４０－３８－２１１９

第１１回双葉地方広域消防職員意見発表会の開催について
　第１１回双葉地方広域消防職員意見発表会を開催します。
　「守れ尊い命」消防活動現場から若き消防隊員の「生の声」をお聞きください。

   　　
日　時　　１１月１５日（木）　午後１時３０分～３時
場　所　　広野町公民館　大会議室
発表者　　消防職員５名
主　催　　双葉地方広域市町村圏組合消防本部
入場料　　無　　料
その他　　来場を希望される方は、事前に人数等のご連絡（ 0240-25-8523）をお願いします
　　　

お問い合わせ　双葉地方広域市町村圏組合消防本部　　総務課　　０２４０ （２５） ８５２３

　風邪やインフルエンザが流行する季節となりました。健康を守るため予防接種を受けて、免疫を高めて
おくことが大切です。

お問い合わせ　住民生活課　健康福祉係　　電話　0247-61-2850

高齢者肺炎球菌ワクチン 小児インフルエンザワクチン

対　象　者 葛尾村に住所を有する満６５歳以上の方で、
５年以内に当ワクチンを接種していない方

生後６ヵ月から中学３年生

助　成　額
（上限）

８，０００円 １回目　３，６００円
２回目　２，５００円（生後６ヵ月から１２歳のみ）

田村郡・田村市の医療機関で接種をする方は、助成額を上限として窓口での支払いが無
料となります。

助 成 回 数 １回 生後６ヵ月から１２歳　　２回
１３歳から中学３年生　　１回

助成までの
流れ　　　

①葛尾村役場住民生活課（貝山事務所）にて予診票を受領

※ 高齢者肺炎球菌ワクチンは、要件を確認し、予診票に受付番号をつけます。受付番号
のない予診票で接種した場合は助成されませんので、ご注意ください。
※小児インフルエンザの予診票等は、葛尾村ホームページからも印刷できます。

②希望する医療機関に予防接種の予約

③医療機関にて接種
※小児インフルエンザを接種する場合、母子手帳を忘れずに医療機関にお持ちください。

【田村郡・田村市以外の医療機関で接種した方】
助成額を上限として払い戻しをします。

○必要書類等
１）葛尾村任意予防接種助成金交付申請書
２）領収書の原本
３）接種済証または接種の予診票のコピー
　　（小児インフルエンザを接種した方は母子健康手帳の接種記録欄のコピーでも可）

○申請窓口
　住民生活課　健康福祉係

　　※郵送可（必要書類を添付して郵送してください。）
　　　（郵送先）
　　　〒９７３－７７１９　福島県田村郡三春町大字貝山字井堀田２８７－１
　　　　　　　　　　　　　　葛尾村役場　住民生活課　健康福祉係

○請求期間
　　　平成２５年２月２８日まで

※書類等の受け取りが困難な場合は郵送しますので、問い合わせ先までご連絡ください。
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お 知 ら せ

総

務

課

相
馬
税
務
署
か
ら

　
　

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

11
月
に
福
島
県
内
各
税
務
署
で
、
平
成

24
年
分
年
末
調
整
説
明
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
源
泉
徴
収
義
務
者
あ
て
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
関
係
書
類

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
調
整
関
係
書
類
に
つ
い
て

は
、
税
務
署
に
お
届
け
の
あ
る
住
所
に
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
送
付
さ
れ
て

い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
相
馬
税
務

署
法
人
課
税
第
一
部
門
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

相
馬
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

　


０
２
４
４―

36―

３
１
１
１

　
（
音
声
案
内
で
「
２
番
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
）

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、
前
々
年

分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ

て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
全

て
の
方
に
つ
い
て
平
成
26
年
１
月
か
ら
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の

内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.go.jp

）

　

介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
有

効
期
間
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に

対
処
す
る
た
め
、
特
例
に
よ
り
そ
の
期
間

が
延
長
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

特
例
期
間
が
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

同
日
ま
で
に
認
定
有
効
期
間
が
満
了
す

る
方
は
、
特
に
更
新
申
請
を
い
た
だ
か
な

く
て
も
、
有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

（
期
間
満
了
後
、
新
た
な
被
保
険
者
証
を

お
送
り
し
ま
す
。）

住

民

生

活

課

介
護
保
険
認
定
有
効
期
間
延
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

前
に
接
種
を
受
け
、
免
疫
を
高
め
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

村
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対
象
の
方
に
接
種
費
の
助
成
を
し
て
い
ま

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

す
。

対
象
者

　

・
満
65
歳
以
上
の
方

　

・ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
や
腎
臓
、

呼
吸
器
に
重
い
病
気
が
あ
り
、
障
が

い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

料　
　

金　
　

　

無　

料
（
た
だ
し
助
成
上
限
額
３
，
６

　
　
　
　
　

０
０
円
）

接
種
回
数

　
　

１　

回

【
県
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
方
の
み
】

　

助
成
額
を
上
限
と
し
て
払
い
戻
し
を
し

ま
す
。

　

窓
口
で
の
書
類
の
受
け
取
り
が
困
難
な

平
成
26
年
１
月
か
ら
、記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

場
合
は
、
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
健
康
福

祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
福
祉
係

　


０
２
４
７―

61―

２
８
５
０

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
11
月
12
日
か
ら
11
月
18

日
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
の
抱
え
る
人

権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

　

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局

職
員
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）
に
お
い
て
も
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

期
間　

 

11
月
12
日
（
月
）
〜
18
日
（
日
）

ま
で
の
７
日
間

時
間　

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

　
　
　
（
11
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）
は
、

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で
）

電
話
番
号　

　
　

０
５
７
０―

０
７
０―

８
１
０

　
　
　
　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　


０
２
４―

５
３
４―

１
９
９
４

地

域

振

興

課

試
験
ほ
場
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た

　

９
月
20
日
、
農
業
委
員
会
で
は
村
内
に

設
置
さ
れ
た
試
験
ほ
場
の
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

現
地
で
は
農
業
委
員
会
事
務
局
よ
り
状

況
の
説
明
を
受
け
今
後
の
営
農
再
開
に
向

け
て
、
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

食
品
放
射
性
物
質
簡
易
検
査
測
定
結
果

に
つ
い
て

　

葛
尾
村
村
民
会
館
で
実
施
し
て
い
る
食

品
放
射
性
物
質
簡
易
検
査
の
測
定
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

村
内
の
野
生
の
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
、
相

双
地
方
は
す
べ
て
の
出
荷
が
制
限
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
出
荷
や
流
通
は
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
家
消
費
も
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
測
定
結
果
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
農

作
物
等
を
そ
の
ま
ま
簡
易
分
析
し
た
結
果

で
あ
り
、
参
考
値
で
す
。
村
内
で
採
れ
た

食
物
の
摂
取
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基

準
値
は
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
kg
で
す
。

※
飲
料
水
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
検

査
室
に
持
ち
込
ん
で
頂
い
た
も
の
で
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【 食品中の放射性セシウムの基準値 】

食品群
基準値

（ベクレル /㎏）

飲料水 10

牛乳 50

一般食品 100

乳児用食品 50

葛
尾
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
よ
り
報

告
し
ま
す　

　

葛
尾
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
、
5

月
13
日
よ
り
村
内
の
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し

て
い
ま
す
。

　

村
内
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
24
年
9
月
30
日
ま
で　

43
頭

問　

地
域
づ
く
り
推
進
係

　
　


０
２
４
７―

61―

２
８
５
０

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？　

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探

し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分

か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し

ま
す
。　

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び

被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、各
種
手
続（
共

済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の

範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部
又
は
本

部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
ま
す
。

問　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構 

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

〒
１
７
０―

８
０
５
５　

　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１―

24―

１

　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

電　

話　

03―

６
７
３
１―

２
８
８
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

03―

６
７
３
１―

２
８
９
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）か
ら

の
お
知
ら
せ

品　　名
測定
件数

検出
件数

基準値
超件数
(100Bq/Kg以上 )

セシウム（134+137)の
合計値

最小値 最大値
あけびの実 1 1 1 622 622
イワナ 1 1 1 3,671 3,671
キジ 1 1 1 135 135
くり 7 7 7 130 1,467

イノシシ肉 1 1 1 595 595
はちみつ 1 1 1 454 454
ふき 2 1 1 0 373
ミョウガ 19 14 1 0 2,656
ヨモギ 7 7 5 51 5,594

【測定年月日：9月 1日～ 9月 30 日】　 （単位：Bq/kg）

水田の除草作業が始まりました
　農家の皆さまにご連絡しておりました、水田の除草作業が１０月１１日から始まりました。

　

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
で

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
医
療
機
関
で
受

診
で
き
ま
す
の
で
各
自
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日　

時　

平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）ま
で

対
象
者　

 

20
歳
以
上
の
女
性
（
平
成
25
年

３
月
31
日
現
在
）

料　

金　

無　

料

医
療
機
関

・
遠
藤
医
院

　
　

田
村
市
船
引
町
門
沢
字
直
道
３
３
８

子
宮
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　
　
　


０
２
４
７―

85―

２
０
１
６

・
三
春
町
立
三
春
病
院

　
　

三
春
町
六
升
蒔
５
０

　
　
　


０
２
４
７―

62―

３
１
３
１

・
公
立
小
野
町
地
方
總
合
病
院

　
　

小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
宿
ノ
後
４

　
　
　


０
２
４
７―

72―

３
１
８
１

申　

込　

右
記
医
療
機
関
に
12
月
28（
金
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

乗用型草刈機を利用した除草 背負式草刈機を利用した畦畔の除草



平成 24年 11月 （10）（11） 平成 24年 11月

　寒くなると風邪・胃腸炎・インフルエンザがはやりだしてきます。
　原因の多くは寒さではなく、ウイルス感染によるもので風邪予防は 『免疫力』 がカギと
なります。
　予防するには、鼻やのどの粘膜でウイルスの侵入を防ぐことと、侵入したウイルスに負
けない体づくりが大切です！

ウイルスから体を守るためには・・・

①うがいと手洗いをしましょう
　ウイルスの侵入を防ぐためにはこまめな手洗いをすることが大切です。
　また、うがいはのどの粘膜を清潔に保ち、粘膜に潤いを与えます。
②マスクの着用をしましょう
　ウイルスをブロックするだけではなく、粘膜を乾燥から守る働きもあります。鼻と口を
しっかり覆うように装着しましょう。

ウイルスに負けない体づくりが大切です

①睡眠と休息を十分にとりましょう
　疲れは免疫力の低下につながります。睡眠不足や過労のときには、風邪にもかかりやすくなるので、十
分な睡眠と休息を取ることを日ごろから心がけましょう。
②適度な運動をしましょう
　軽めの運動を続けることで、免疫細胞が活性化するといわれています。体力をつけ、免疫力を高めて風
邪に負けない強い身体を作りましょう。
③身体の中から温めましょう
　身体が冷えると免疫力は低下するといわれています。冷たい飲み物や食べ物はなるべく避け、温かいも
のをとりましょう。
　また、足湯や半身浴などは、全身の血の巡りを良くして、身体を芯から温めてくれます。
④免疫力を高める食生活を心がけましょう
　暴飲暴食や偏った食事などは避け、規則正しく、バランスの良い食生活を送ることが大切です。
　果物や緑黄色野菜に含まれるビタミン Aやビタミン Cは、免疫力が高まりウイルスを攻撃する力がアッ
プし、皮膚や粘膜を強くする働きがあります。

「あそびの教室」は子育てに関するさまざ
まな情報の提供や相談を目的としています。
避難先の地域の子育て情報があまりない方
はぜひ参加してください。

次回開催は、　
日　時　　１１月９日（金）　
　　　　　午前９時３０分～ 11時３０分
場　所　　三春町中妻地区公民館
　　　　　（中妻分館前仮設住宅となり）
対象児　　満１～３歳
持ち物　　水分補給のための飲み物
参加費　　無　　料
※ 参加される方は、事前にお申し込みをし
てください。

問　住民生活課　健康福祉係
　　　　０２４７－６１－２８５０

戸籍の窓口（9月15日～10月14日届出分）

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

　名　前　　　死亡日　　年齢　　行政区

松本タキ子　　９/29  　90 歳　　野　川

　９月３０日、福島市の杉妻会館で、『平成 24年度総合型地域スポーツクラブ第１回フォローアップセ
ミナー』の講師として、かつらおスポーツクラブ会長の中島道男さんが参加しました。
　このセミナーは、うつくしま広域スポーツセンター主催で、スポーツクラブの情報交換やクラブ運営に
関する研修を通じ、クラブ関係者のスキルアップや今後のクラブの円滑な運営の資質向上を図ることを目
的に開催されました。
　中島さんは、『おらが村の総合型クラブの取り組みについて』と題し、震災後から現在までのスポーツ
クラブの運営についての取り組みや事例を紹介し、スポーツによる復興支援の可能性と今後の課題につい
て報告しました。

ご結婚おめでとうございます




新郎・新婦　　届出日　　出身地

大友　　宏　 
10 ／ 12

 　上葛尾
佐藤あさみ　　　　　　 田村市

第
25
回
双
葉
郡

少
年
剣
道
選
手
権
大
会

　

９
月
23
日
、
第
25
回
双
葉
郡
少

年
剣
道
選
手
権
大
会
が
三
春
町
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外

各
地
か
ら
双
葉
郡
の
小
中
学
生
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

葛
尾
少
年
剣
道
団
か
ら
は
、
６

人
が
参
加
し
各
部
門
で
優
秀
な
成

績
を
上
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　　

小
学
５
年
以
下
女
子

　
　
　

２
位　

半
澤
早
葉（
野
行
）

　

中
学
女
子　

　
　
　

２
位　

阿
部
祐
菜（
野
川
）

中島道男さん（野川）が講師として参加しました
　　平成 24年度総合型地域スポーツクラブ第１回フォローアップセミナー

健
だ
よ
り

保

電子レンジで楽チン♪クッキング教室

今月の

電子レンジを使って簡単にできる料理教
室を開催します。ぜひご参加ください！
１１月　８日（木）　中郷仮設集会所
　　　２２日（木）   場上田仮設集会所

問　住民生活課　健康福祉係
　　（ 0247-61-2850）

寒くても元気ハツラツ！
　 　　風邪に負けない免疫力を身につけよう

寄付金は、基金に積立て、有効に活用させていただきます。
ありがとうございました。
葛尾村では、ふるさと寄附金（ふるさと納税）を募集しています。
あなたの「ふるさと」  を応援してください！
　総務課　総務企画係　電話 0247-61-2860

次の方よりご寄付をいただきました。

ふるさと納税「がんばれ葛尾」応援寄付金

◆お名前

　中塚　貴之さま（滋賀県長浜市）



平成 24年 11月 （12）（13） 平成 24年 11月

葛
尾
村
民
生
児
童
委
員
協
議
会

南
相
馬
市
小
高
区
の
民
家
へ

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

●内容・・・血圧測定、体操、健康相談など
●鷹巣・西方・過足・中妻・場上田の方は送迎を行
いますので、当日午前１０時までご連絡ください。

 　葛尾村社会福祉協議会三春事務所
　　　　〒 963-7713 三春町大字柴原字柴原 80-1 　　　TEL　0247-62-8687　　FAX　0247-61-1022

　

10
月
10
日
、
中
妻
体
育
館
で
ク
ロ
リ
テ
ィ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
50
名
が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
楽
し
い
雰
囲
気
で
プ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

上
野
勝
利
さ
ん(

広
谷
地
）

準
優
勝　

吉
田
紀
子
さ
ん(

大
放
）

3　

位　

鷹
部
屋
昌
平
さ
ん(

上
葛
尾
）

気軽に集い、みんなで笑って楽しみましょう。
お誘い合わせの上、ご参加ください。

すこやか体操教室 サロン DE 笑ってみっ会

月　日 時　間 場　　　所
11月６日(火) 午前10時～ 中妻仮設集会所

　　９日(金) 午後３時～ 場上田仮設集会所

　　14日(水) 〃 西方仮設集会所

　　20日(火) 午前10時～ 鷹巣仮設集会所

　　28日(水) 〃 過足仮設集会所

開催日 時　間 会　場 お住まいの団地

11月 5日（月）午後２時～ 狐田仮設集会所 狐田 過足

　　8日（木） 〃 貝山仮設集会所 貝山 西方 鷹巣

　　15日（木） 〃 過足仮設集会所 過足

　　19日（月） 〃 里内仮設集会所 里内 中妻 場上田

　　22日（木） 〃 西方仮設集会所 西方

　　26日（月） 〃 中郷仮設集会所 中郷 中郷東

11月
村の介護予防事業の一環として開催します。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
57
回
ク
ロ
リ
テ
ィ
大
会

会津地方へ秋の親睦旅行

　10月 1日～ 2日、老人クラブ連合会の
秋の親睦旅行が実施され、５４名が参加し
ました。
　ころり三観音や末広酒造を見学し、秋の
会津を満喫しました。

　１０月より共同募金の受付を開始し
てます。
　皆さまのあたたかいご協力をお願い
いたします。

【受付先】

　葛尾村社会福祉協議会

　「九州地方豪雨災害義援金」の受け
付けを終了しました。多くの皆さまか
らのご協力、ありがとうございました。

日本赤十字社より
共同募金会のお知らせ

公
民
館
ま
つ
り
２
０
１
２

―

復
興
に
向
け
て
誰
も
が
自
由
に
生
き
生
き
と　
　
　
　
　

学
べ
る
環
境
づ
く
り―

消防ポンプ自動車寄贈
大阪府柏原市より頂きました

　大阪府柏原市より、消防ポンプ自動車が寄贈さ
れ、10 月５日、贈呈式が貝山事務所で行われま
した。
　村の消防ポンプ自動車は昭和 63年式と年式が
古かったため、村消防車両として大切に使わさせ
ていただきます。

教育委員に再任
東海林幸敏さん（野川）

　

平
成
24
年
９
月
定
例
議
会

で
同
意
を
受
け
、
10
月
１
日
、

村
長
よ
り
、
東
海
林
幸
敏
さ

ん
に
教
育
委
員
の
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
９
月

30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

教
育
委
員
は
、
議
会
の
承

認
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

の
長
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
ま

す
。
教
育
機
関
の
管
理
な
ら

び
に
社
会
教
育
、
学
術
お
よ

び
文
化
に
関
す
る
こ
と
等
を

と
り
行
い
ま
す

　

９
月
23
日
、「
公
民
館
ま
つ
り
２
０
１
２
」
が
三
春
町
の
中
妻
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
生
け
花
、
各
仮
設
住
宅
の
皆
さ
ん
に
よ
る
折
り
紙
や
ビ
ー

ズ
等
の
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
大
正
琴
、
舞
踊
民
謡
、
３
Ｂ
体
操
の
各
教

室
生
が
日
頃
の
学
習
成
果
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
豚
汁
が
無
料

で 

振
る
舞
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 　
「
野
の
花
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
」
と
題
し
て
、
三
本
杉
祐
輝
さ
ん
に
よ
る
講

演
会
や
会
津
坂
下
町
の
バ
ン
ド
、
ビ
ー
ト
マ
ッ
ク
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
に
よ
る
「
葛
尾
川
」「
星

に
願
い
を
」
な
ど
の
歌
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

日頃の活動成果を
発揮しました

３B 体操教室
生の皆さん

　

９
月
30
日
、
村
民
生
児
童
委
員
と
村
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
で
、
避
難
指
示
解
除
準
備

区
域
の
南
相
馬
市
小
高
区
本
町
の
民
家
を
訪

れ
草
刈
り
や
瓦
の
撤
去
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
る
の
と
は
大
違
い
で
、

実
際
の
現
場
は
か
な
り
ひ
ど
い
状
態
と
な
っ

て
い
て
自
然
の
脅
威
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
ま
す
。
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三春町でそばを育てる
葛尾そば石臼の会

　

石
臼
の
会
の
皆
さ
ん
が
、
三

春
町
の
貝
山
地
区
の
土
地
（
約

40
ア
ー
ル
）
を
お
借
り
し
、
そ

ば
を
育
て
ま
し
た
。

　

７
月
下
旬
に
種
ま
き
を
し
、

９
月
下
旬
に
そ
ば
刈
り
を
し
ま

し
た
。

　

そ
ば
の
品
種
は
、『
会
津
の
か

お
り
』
で
、
味
・
香
り
の
食
味

に
優
れ
、
風
味
豊
か
な
新
そ
ば

が
楽
し
み
で
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
そ
ば
は
、
イ
ベ

ン
ト
や
慰
問
先
で
振
る
舞
わ
れ

る
予
定
で
す
。

スポーツを楽しむ
わんぱく教室

　９月 29日、中妻体育館でわんぱく教室が行わ
れました。
  講師の中島道男さん（野川）から説明を受け、
４班にわかれて　インディアカ、卓球、的あて、
なわとびなどのスポーツを行い、楽しいひととき
を過ごしました。

　１０月３日、貝山仮設集会所で寿学級が開催さ
れ、「放射線に関する講演会」と題し、東京大学
高エネルギー加速器研究機構総合研究大学院大学
名誉教授の柴田徳思（しばたとくし）先生をお迎
えし放射線に関してのお話をしていただきました。
　　　　
　講演会に参加した学級生は、熱心に聞き入って
いました。

戦没者のご冥福と平和を祈りました
葛尾村戦没者追悼式

　

葛
尾
村
戦
没
者
追
悼
式
が
10
月

4
日
に
三
春
町
の
若
松
屋
旅
館
で

行
わ
れ
、
来
賓
、
遺
族
の
方
々
等

約
70
名
が
集
ま
り
、
戦
没
者
の
ご

冥
福
を
祈
り
、 

平
和
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。　

　

参
加
者
の
代
表
者
が
献
花
を
祭

壇
に
供
え
、
戦
没
さ
れ
た
御
霊
を

慰
め
ま
し
た
。

「放射線に関する講演会」が開催されました
寿学級

かまぼこ工場とアクアマリンふくしまを見学
女性学級

　

10
月
９
日
、
女
性
学
級
が

行
わ
れ
、
い
わ
き
市
の
か
ま

ぼ
こ
工
場
と
ア
ク
ア
マ
リ
ン

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

か
ま
ぼ
こ
工
場
で
は
、
魚

か
ら
製
品
に
な
る
ま
で
の
工

程
の
説
明
を
聞
き
、
工
場
見

学
を
し
ま
し
た
。
工
場
の
中

は
、
衛
生
面
に
気
を
つ
け
て

作
業
す
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
再
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ク
ア

マ
リ
ン
も
見
学
し
、
元
気
に

泳
ぐ
魚
た
ち
を
観
て
き
ま
し

た
。

大きなサツマイモだよ
幼稚園

　10 月 10 日、三春町蛇石に在住の村上ふく子
さんからお声をかけて頂き、園児がサツマイモ掘
りを行いました。
　大きなサツマイモに園児達は大喜びで、掘った
サツマイモは自宅に持ち帰り、天ぷらや、ふかし
いもにしておいしくいただきました。

甘くておいしいリンゴだね
幼稚園
　

10
月
12
日
、
幼
稚
園
で

は
三
春
町
の
Ｊ
Ａ
西
部
ア

グ
リ
に
て
リ
ン
ゴ
狩
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
は
初
め
て
見
る
、

木
に
な
っ
て
い
る
リ
ン
ゴ

に
興
奮
し
な
が
ら
、
手
で

も
ぎ
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
も
ぎ
取
っ
た

リ
ン
ゴ
を
試
食
し
、「
お

い
し
い
」
の
笑
顔
が
た
く

さ
ん
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

俳優の渡辺謙さんより

　なかなか状況が進まず、心休まる事がないと

思いますが、葛尾村住民である誇りを捨てずに

難局をのりきってもらいたいです。

　今後も、葛尾村へ足を運び、応援をしていき

ますので皆さん頑張ってください。

（写真は、葛尾村検討調査会に参加したようす）
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避難先をお知らせください
避難先住所の届出をされていない方
や避難先を移動された方は、電話等
により避難先を住民生活課までご連
絡ください。　
　０２４７－６１－２８５０

団　地　名
測定時刻・地上高別線量（単位：μsv/h）

時　刻 地上１cm 地上１ｍ

貝 山 団 地 9：32 0.11 0.11

旧中郷小学校団地 9：43 0.12 0.13

狐 田 団 地 10：06 0.11 0.13

中 妻分館前団地 10：41 0.17 0.16

過 足 団 地 9：54 0.20 0.17

斉 藤 里 内 団 地 10：36 0.10 0.10

斉 藤場上田団地 10：16 0.16 0.17

鷹 巣 瀬 山 団 地 11：06 0.16 0.17

西 方 浮 貝 団 地 10：47 0.10 0.10

葛尾村の避難状況について

県 内 避 難 者

仮設住宅 818

借上住宅 525

親類宅等 75

計 1,418

県 外 避 難 者 104

計 1,522

平成 24 年 10 月 15 日現在（外国人含む）

１日（木）　寿学級（裏磐梯方面）

４日(日）　大正琴教室（社協）
　
７日(水）　 パッチワーク教室(貝）

８日（木）　料理教室（旧）

９日（金）　あそびの教室（中公）

10日(土）　民謡舞踊教室(貝）

14日(水）　 パッチワーク教室(貝）

17日(土）　わんぱく教室

18日(日）　大正琴教室(みどり荘）

21日(水）　パッチワーク教室(貝）

22日(木）　料理教室（場）

28日(水）　パッチワーク教室(貝）

葛尾村三春出張所連絡先

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

112012
November

今月の行事

■三春の里事務所
 ［総務課 ( 税務財政係を除く )・議
会事務局・教育委員会・公民館］
〒 963-7722
　福島県田村郡三春町大字西方
　　　　　　　　　　字石畑270-1
 　0247-6 1-2860（代表）
FAX　0247-62-3966

■貝山事務所
［住民生活課・地域振興課・税務財
政係・出納室・農業委員会］
〒 963-7719 
　福島県田村郡三春町大字貝山
　　　　　　　　　字井堀田287-1
 　0247-6 1-2850（代表）
FAX　0247-62-0282

仮設住宅団地の放射線量
簡易測定器により測定（平成24年10月15日） 

場　所 略
貝 山 仮 設 集 会 所 貝
過 足 仮 設 集 会 所 過
狐 田 仮 設 集 会 所 狐
斉 藤 場 上 田 集 会 所 場
旧中郷小学校仮設集会所 旧
西 方 浮 貝 集 会 所 西
斉藤里内仮設集会所 里
中 妻 集 会 所 中
鷹 巣 瀬 山 集 会 所 鷹
中 妻 体 育 館 中体
旧中郷小学校東集会所 東
中 妻 公 民 館 中公
社 会 福 祉 協 議 会 社協
三 春 町 体 育 館 三体

※受診の際は、健康保険証を持参してください
　　福島医師会　http://www.fukushima.med.or.jp/
　　田村医師会　http://www1.tma.or.jp/

11月 3日 滝根診療所 田村市滝根町  0247-78-2442

4日 さとう耳鼻咽喉科クリニック 田村市船引町  0247-81-1333

11日 石川醫院 三春町  0247-62-2630

18日 白岩医院 田村市常葉町  0247-77-2036

23日 島貫整形外科 小野町  0247-72-2722

25日 船引クリニック 田村市船引町  0247-82-0137

診療時間　　午前 9時～午後６時

h
ttp

:/
/
ead

io
activity.m

ext.go
.jp

/
ja/

list/
2
0
7
/
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1
.h
tm

l

平
成
24年

度
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
値（
葛
尾
村
）
№
10

10/12　
10：
18　

0.9μ
sv/h

10/18　
10：
16　

0.9μ
sv/h

風
越（
K1）

10/12　
10：
08　

1.1μ
sv/h

10/18　
10：
08　

1.0μ
sv/h

中
平（
K2）

10/12　
10：
01　

1.0μ
sv/h

10/18　
10：
02　

1.0μ
sv/h

東
平（
K3）10/12　

11：
07　

0.6μ
sv/h

10/18　
10：
51　

0.5μ
sv/h

役
場
【
※
1 毎
日
計
測
】

10/12　
12：
27　

5.3μ
sv/h

10/18　
13：
08　

5.3μ
sv/h

広
谷
地（
K6）

10/12　
12：
05　

10.1μ
sv/h

10/18　
12：
49　

10.0μ
sv/h

野
行（
K8）

10/12　
11：
54　

1.6μ
sv/h

10/18　
12：
41　

1.6μ
sv/h

岩
角（
K9）

10/12　
11：
27　

1.4μ
sv/h

10/18　
11：
09　

1.4μ
sv/h

大
放（
K11）

10/12　
11：
43　

0.9μ
sv/h

10/18　
11：
21　

1.0μ
sv/h

大
笹（
K10）

10/12　
10：
56　

1.2μ
sv/h

10/18　
10：
44　

1.2μ
sv/h

仲
ノ
内（
K4）

10/12　
10：
48　

0.7μ
sv/h

10/18　
10：
38　

0.7μ
sv/h

湯
殿（
K5）

10/12　
10：
38　

1.2μ
sv/h

10/18　
10：
33　

1.3μ
sv/h

境
ノ
岫【
※
1 毎
日
計
測
】

10/12　
12：
00　

4.7μ
sv/h

10/18　
12：
00　

4.8μ
sv/h

柏
原【
※
２
 毎
時
計
測
】
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公式ホームページ　http://www.katsurao.org/
メールマガジン登録　http://katsurao.inf-gov02.jp/regist.html
広報担当電子メール　hp@vill.katsurao.lg.jp

葛尾村ホームページ
( 携帯用 ) はこちら→

葛尾村メールマガジン
の登録はこちら　→

●男　性 799 人（－ 1）

●女　性 723 人（± 0）

●合　計 1,522 人（－ 1）

●世帯数 471 世帯（± 0）

人の動き人の動き 平成 24 年 10 月１日現在
（外国人含む）

私 の家族は祖父母、両親、弟二人の七人家族です。いつ

も一緒にいる事が当たり前の家族は、去年起きた東日

本大震災でバラバラに生活するようになりました。震災当時葛尾村に住んでいた私たちでしたが、両親

は仕事のため福島で生活する事になり、私は祖父母と弟達と埼玉の嵐山町で暮らす事になりました。郡

山に越してくる前の事です。埼玉と福島までは約 300 ㎞も離れているので母は週末に帰るのがやっと

でした。そのため、学校の行事や、スポ少の送迎などは全て祖父母がしてくれました。

　祖母はいつも足が痛い痛いと言いながらも、ご飯を作ってくれたり、スポ少の大会の応援も来てくれ

たりしました。だけど、いつもこんなにしてもらっているのに、素直になれず祖父母に反抗してしまう

時もあります。そんな時はきまって心が痛くなります。でも祖母は愚痴をこぼしながらも私達の世話を

してくれています。

　祖母の凄い所は、どこに行っても誰とでも仲良くなれる所です。埼玉の学校でもスポ少でもみんな

から、「婆ちゃん、婆ちゃん。」と呼ばれ、人気者でした。母は週末帰ってくると、「ママが居なくても、

全然大丈夫だよね。」とちょっとさみしそうにヤキモチをやく程でした。そんなたのもしい祖母と一緒

だったので、両親と初めて離れて暮らして本当に本当にさみしかったけど、がんばる事ができました。

母はいつも、「婆ちゃんに子供達を見てもらってるから、婆ちゃんがもっと年をとったら、恩返しをし

なくてはいけないね。」と言っています。私はその言葉を小さい頃から聞いているので、祖母のように

足腰が悪くなった人達を助けられる仕事につきたいなと考えています。

　いつもは素直になれないけど、言葉には表しきれない位

感謝しています。爺ちゃん、婆ちゃんいつもありがとう。

「いつもごめんね」
行健中学校 1年　松本七

ななせ

星さん（野行） VOL.6

皆さまからの情報や意見のご提供をお待ちしております。
（メール）hp@vill.katsurao.lg.jp
 0247-61-2850・0247-61-2860

　郡山市富久山町福原地区敬
老会で、松本七星さんが作文
の朗読の代表者として選ばれ
発表しましたので紹介します。

　このコーナーは、仮設住宅や仮設店
舗、支え合いセンターの話題や避難さ
れている皆さんのコーナーで、離れて
いるひとりひとりの思いがつながり、
笑顔が絶えないよう“かつらお”の
文字をとり「なかまで　つながる　
みらいの　えがお」としました。
　多くの皆さんの元気な笑顔を届けた
いと思います。

　このコーナーでは、震災で離れ離れになってしまっ
た葛尾村の皆さんの元気な様子や、再会できる広場の
ような誌面にしたいと思ってます。
　先日、埼玉県に避難している住民の方から「広報か
つらおに知り合いが掲載され、懐かしくて何度も繰り
返し見たよ。毎月、広報が届くのが楽しみなんだ。」
とお言葉を頂き、とても嬉しかったです。
　ひとりでも多くの村民の皆さんを紹介し、 お役に立
てる広報を目指して参りたいと 思います。

　掲載のご希望がありましたら、総務課総務企画係広
報担当（ 0247-61-2860）まで、是非ご連絡ください。
　お待ちしております。


